
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「新しい生命（いのち）」  

  この数ヶ月、本校職員や元職場、そして教え子からの吉報が次々と舞い 

込んできました。それは「新しい命の誕生」という吉報です。 

今年の出生数は前年（2018年）比 5万 3161人減の 86万 5239 

人で、1899年の調査開始以来過去最少を更新しました。コロナ禍での出 

生は、まさしく「子どもは宝」という言葉にふさわしい、世の中の喜びそのものです。この喜び

の陰には、医療従事者の方々をはじめ、たくさんの方々の努力の毎日があったことを忘れてはな

りません。コロナの世の中も捨てたものじゃない！と思うのです。  

誕生した子どもたちは、まさしく世界をつなぐ「お世継ぎ」様です。そして、「子どもは宝」

と申しますが、この歴史に残る大変な状況下に出生した子どもたち、もちろん現在成長し続けて

いる子どもたちも含め「社会の宝」として大切にしなければならない「人」たちです。 

学校や社会での、学習評価やいわゆる学歴に関わらず、自分と他のために生きる「人」となる

ように、今生きる、我々大人が温かく見守り、支援することが大切だと思います。 

また、誕生した子どもたちは（コロナ期に関わらず、どんな時代でも）将来、世の中を変える

大きな力を持っています。大きな力とは「無償の愛」です。大人はその愛を子どもたちから与え 

られて生きています。だから、子どもたちには感謝の意を込めて、どんな行 

いに対しても、（時には厳しく）「ありがとう！」と感謝の気持ちを伝えるべ 

きだと思っています。感謝の意を伝えられた子どもたちは、どの子も間違い 

なく自他を認め、素敵な「人」に「変われる」と思います。 

また、彼らは「生まれてきて良かった」と、安心と希望に満ちあふれた 

心をもって、将来の社会のために歩んで行くと信じています。 

 歩んでいく道のところどころには、たっぷりの「愛」を握った「愛情おにぎり」を用意して応

援しましょう。子どもも大人も一緒になって道ばたに座り込み、輝く未来を夢見ながら、「大き

な愛」を頬張りましょう。このようなひとときの積み重ねが、未来を創る、のだと思います。 

 

 

２０２０年（令和２年）度 

藤沢市立善行中学校 学校だより 

校長 小林 秀夫 

11 月 

 

 

「前期終業式」 

 10月 9日は 3月の卒業式、終了式というゴールまでの折り返し地点 

です。前半は過酷なコースでした。これまで通りにはならず、学習開始 

が遅れ、様々な生徒活動のスタートが切れずに前期の大半は過ぎてしま 

いました。 

 様々な行事の中止や縮小。部活動の制限。新入生である１年生は３年間 「通知表を代表に」 

ある中学校生活のスタートが遅れるという、本当に過去に例を見ない状況でした。 

しかし、どうしようもない自然の驚異は、当たり前の毎日を壊すだけでなく、新しく素晴らし

いものを生み出すことができるチャンスでもあるということを、「Zenlympic」での３年生の姿

から学びました。 

後期には新しい学校生活を生徒、学校、家庭、地域でつくっていきましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「合唱コンクール２０２０」 

 

 

 

 ある授業を参観中、窓際に立っていると３年生の歌声が体育館から聞こえてきました。コン

クール前の追い込み、「随分と短期間で上手になったなぁ・・・。」と思った瞬間。卒業式の風

景が浮かんできました。「３年生は５か月も経つと、もう二度と味わうことのできない式歌を歌

い上げるのだなぁ」と。 

             思いが強ければ、言葉はよどみなく発せられます。歌声も同じで

す。コンクール当日、まず感動したことは、合唱コンクール実行委

員会、クラス代表の生徒たちのコメント力の高さです。明確にコン

クールを成功させたい、楽しみたい！歌い上げたい！などなどスト

レートに心へ入ってきました。 

 そして、その思いは合唱で一つとなって表現されました。表現力は生きる力に繋がっている

と感じた瞬間でした。野崎先生の涙の講評をはじめ、結果発表の時の 

喜びと悔しさ、充実感が混ぜ合わさった歓声がこの度の合唱コンクー 

ルのすばらしさを物語っていたと思います。 

 学年別での開催となりましたが、今年度はじめての全校行事。全学 

年の歌声は鑑賞できなくとも、各学年の思いが余韻となって、ホールに 

あふれ、善行中学校全体を一つにしたとも感じました。 

 形は変わっても、いつもと同じ、いや、より大きなものを手に入れたのだと思います。全ク

ラス素晴らしかったです。おめでとう。 

 

 

 

 

 

 

    舞 台 裏       座席（ソーシャルデイスタンス）   学年入れ替えごと消毒 

 

 

 

 

  

「２年 体育科 ダンス」 

 体育科授業の一環でダンスを発表し交歓し

合う会が開催されました。 

 MCホンマ Tの紹介とともに、ヒップホップ

系の音楽をバックに

各グループとも見事

なダンスを披露して

くれました。 

            今の子のリズム感 

           はすばらしいです。 

 

「防災ショート訓練」 

 今年度は防災訓練週 

間を複数回設け、生徒 

の防災意識を高めよう 

と「防災ショート訓練」 

を行っています。 

 期日は指定せず、朝読書・HR のどこかで

緊急地震速報を流し、基本の「机の下にかく

れる」訓練を行いました。（クイズ：この訓練

の問題点を写真から見つけてください） 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生 徒 会 選 挙」 

               生徒会選挙「立ち会い演説会」が１０月２８日（水）、三密を避け

るため工夫して、初めてグランドで行われました。 

              各自椅子を持って集合、広々としたグランドで「街頭演説」を想

起させるような雰囲気でした。 

立候補者の学校を思う気持ち、応援演説者が立候補者の人柄を伝  

える演説のすばらしさ、そして選挙管理委員会の皆さんのテキパキ

と動く運営が見事でした。 

 １年生の感想です。 

「中３の力はすごいと思った。応援えんぜつ者の中３の時の発表はさすがだと思った。良いえん

ぜつで、ぼくも一瞬そっちに投票しようと思った。」 

「演説が思ったよりおもしろかった。来年が楽しみ」 

 続いて「投票」のため体育館に各学年で順番に移動。走り回る選挙管理委員の立ち回り、投票

の仕方等の指示の的確さ、これも見事でした。 

 また１年生の感想です。 

「選管での仕事は大変だったけど楽しかったです。選挙は準備 

から入ったので、みんなよりはふかく選挙のことがわかったと 

思います。またやりたいです。」 

「これを将来やるのか～と思って少し大人になった気分になっ 

た。」 

 選挙をとおして様々な思いが生まれ、自分たちの学校づくりが始まったことを嬉しく思います。 

 

 

「後 期  任 命 式」 

  １１月２日（月）朝会にて「後期任命式」を行いました。生徒会選挙を経て、生徒会新本部役

員、各クラス委員が決まり、本部役員、学年代表に任命書を授与しました。 

 そして旧生徒会本部役員一人一人からあいさつがありました。 

 会長（旧）からは「マニフェスト実現できませんでした。 

新役員のみなさんの演説は良かったです。」副会長（旧） 

「ほとんど企画ができなかったですが、企画会議等では自分の 

成長につなげることができた。挨拶文をつくりあげることが出 

来るようになった。」他の役員からも「自分たちが出来なかった 

ことまでがんばってください。」「堅苦しくなく、メリハリを身に 

つけることができ、楽しかった。」「１年間いろいろ学べた。」

と語る中には、コロナの影響でほとんど実践ができなかった

残念な思いや、その中でも学校を思い、自身が成長できたこと

への充実感が伝わってきました。 

新会長からは、先輩方からの思いを引き継ぐ意味を込めて

「１年間よろしくお願いします。」と明るく、元気なあいさつ

でしめてくれました。 

１・２年生中心の生徒会活動、楽しみにしています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「表彰」 

 任命式に先立って、表彰を行いました。新人

大会において「バドミントン女子個人３位」、

市長杯において、女子バレーボール部が４位と

優秀な成績を収めました。今後も期待していま

す。 

 

 

 

 

 

「女子バレーボール部」  「バドミントン女子個人」 

 

「チューリップ球根植え付け」 

教育弘済会より 

支援いただいた、チ 

ューリップの球根を 

中庭花壇に植えまし 

た。 

 理科部、PTA 成 

人委員の方々、職員 

とで草むしりも加え、春を迎える準備ができ

ました。 

  入学式の頃には、桜とともに新入生を迎え

たいと思います。 

「１年ミニ体育祭」 

 １１月４日（水）１年生が「ミニ体育祭」を開催しました。 

 体育委員が主体となっての運営は見事でした。まずは「王様 

ドッジボール」。あっという間に王様がやられてしまったり、予想 

外の展開に盛り上がりました。    「クラス全員リレー」 

そして、クラス対抗全員リレー。走るのが得意な子、苦手な子、 

好きな子、嫌いな子・・・。それぞれ誰もが一所懸命走りきって、 

バトンをつなぐ姿、精一杯応援をする姿が素敵でした。 

閉会式の結果発表では優勝したクラスも残念だったクラスも互 

 「王様ドッジボール」  いにたたえ合う歓声と拍手が起きました。この雰囲気いいですね。 

開閉会式の司会と活躍でした。 

「湘南地区新人大会」 

バスケットボール部は男女とも 2回戦に 

進みましたが惜敗。 

ソフトテニス部女子は個人、団体戦ともに  「男バス 対 鵠沼」 

出場、強豪相手に惜しくも敗退しました。 

（画像紹介できなく、申し訳ございません） 

しかし、来年度に向けて、今後予定され 

ている各種大会では、各部とも成長した姿 

で、活躍していることを祈っています。    「女バス 対 湘南台」 

 

「１２月 主な予定」 

11/30（月）～12/4（金） 三者面談        23日（水） 大掃除 

～12/4（金）まで     ６組 展示        24日（木） 学年・全校集会 

12/1（火）～11日まで  文化部展示        25日（金） 冬季休業 （～1/6） 

12/22（火）       生徒会主催ドッジビー大会 

「校舎が微笑みました」 

 先月号でお伝えしました

「南棟」の落書きの件です

が、本人が伝えてきました。

理由もわかり、反省もして、

もうしないと約束しました。

誰が・・・探しはなしで、み

んなが安心できるようにと、

校舎は微笑んでいます。 

 

 
 

 

 

 

 


